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　一般財団法人板柳町産業振興公社りんごワーク研究所では、「公益
目的事業」と「収益目的事業」を行っています。
　令和４年度の「公益目的事業」では、板柳町のりんご産業振興事
業として、町りんご生産農家の安定した所得を確保するため、加工
用りんごの仕入価格を固定価格で仕入れました。「収益目的事業」で
は、りんご加工品の製造及び販売、板柳町の地場産品の宣伝、販売
を実施いたしました。また、体験農業推進事業及びふるさとセンター
の管理運営受託事業を実施いたしました。
　令和４年度の決算では、正味財産増減計算書の基本財産運用益、
事業収益他、経常収益計は 333,505,253 円でした。また、製造事業費
用 129,379,498 円の他、経常費用計が 351,916,808 円となり、当期経
常増減額は▲18,411,555 円となりました。これに当期経常外増減額
79,624 円を加え、法人税・住民税及び事業税を控除した当期一般正
味財産増減額は▲18,351,931円となりました。
　令和４年度は経営改善計画の１年度目で施策方針に基づき、収益
増加に向けて商品規格、構成の再構築を行いましたが、エネルギー、
原料の高騰と収益の柱である百貨店売上が伸び悩んだこともあり、
事業収益が減額し赤字決算となりました。
　以上、前期繰越正味財産額との合計額 128,845,945 円を期末正味財
産合計額として次年度の繰越正味財産額といたしました。
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